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プリオン専門調査会における調査審議の経緯
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新たな食品安全行政
内 閣 府

食品安全担当大臣

厚生労働省

○食品衛生に関するリスク管理

・添加物指定・農薬等の残留基準や食品
加工・製造基準等の策定
・食品の製造、流通、販売等に係る監視
指導を通じた食品の安全性確保
・リスクコミュニケーションの実施

農林水産省

○農林水産物等に関するリスク管理

・生産資材の安全性確保や規制等
・農林水産物等の生産、流通及び消費の
改善活動を通じた安全性確保
・リスクコミュニケーションの実施

食品安全委員会
・リスク評価（食品健康影響評価）
・リスクコミュニケーションの実施
・緊急の事態への対応

評価結果の通知、勧告

諸外国・
国際機関等

情報収集・交換

評価結果の通知、勧告

消 費 者 ・ 事 業 者 等

評価の要請 評価の要請

リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

関係者相互間の幅広い情報や意見の交換

その他関係行政機関

リスクコミュニケーション
リスクに関する情報及び意見の相互交換
例：意見交換会の開催、パブリックコメントの実施

リスク評価
（科学ベース）

内閣府食品安全委員会

食品を摂取することにより
人の健康に及ぼす影響につい
て科学的に評価すること

リスク管理
（政策ベース）

厚生労働省、農林水産省等

リスク評価結果に基づき、
国民の食生活の状況等を考慮し、
基準の設定や規制の実施等の
行政的対応を行うこと
（緊急暫定的な対応を含む）
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第１回プリオン専門調査会会合 平成15年８月２９日

○ 日本のＢＳＥ問題全般について議論することが重要

○ 厚生労働省から意見を求められた「伝達性海綿状脳症
に関する牛せき柱を含む食品等」の調査審議

・背根神経節のリスクについては脊髄と同程度である
と考えられる。
・背根神経節を含むせき柱については特定危険部位に
相当する対応を講じることが適当

等

第２回プリオン専門調査会会合 平成15年10月7日

○ 農林水産省から意見を求められた「アルカリ処理をした
液状の肉骨粉等の肥料利用にすいて」の調査審議

肉かす、ゼラチン・ゼラチン分解液を原料としてアルカリ
処理された在庫及び今後製造される液状肥料については、
肥料として利用することについての食品健康影響について
は無視できる程度

等
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第３回プリオン専門調査会会合 平成１５年11月27日

○ 農林水産省から意見を求められた「ＢＳＥ発生国からの
牛受精卵の輸入」の調査審議

○ 農林水産省から意見を求められた「豚由来たん白質等の
飼料への利用について」の調査審議

情報を収集し、再度審議することとする。

国際受精卵移植学会の勧告に従って採取・取り扱われた
牛受精卵によるＢＳＥのヒトへの食品健康影響については
無視できると考える

第４回プリオン専門調査会会合 平成16年2月3日

○ ＢＳＥ全般について議論を深めていくことを確認

○ 米国におけるＢＳＥ発生に伴う海外調査及び日米会合
の状況について報告

第５回プリオン専門調査会会合 平成16年2月20日

○ 米国のＢＳＥに係る措置に関する国際調査団の団長を
努めたキム博士を招き、米国のＢＳＥ対策について
意見交換及び議論
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第６回プリオン専門調査会会合 平成16年3月3日

○ 英国海綿状脳症諮問機関（ＳＥＡＣ）の委員長である
ピータースミス博士を招き、英国におけるＢＳＥ及び
変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（ⅴＣＪＤ）の状況
について意見交換及び議論。

第７回プリオン専門調査会会合 平成16年3月26日

○ 農林水産省から意見を求められた「豚由来たん白質等の
飼料利用について」の調査審議

○ 第４回会合で確認すべきとされた米国ＢＳＥ問題に関する
情報収集の状況について報告。

第８回プリオン専門調査会会合 平成16年4月22日

○ 農林水産省から意見を求められた「豚由来たん白質等の
飼料利用について」の調査審議

○ 我が国のＢＳＥ問題全般について議論を深めることとし、
我が国における２００１年のＢＳＥ発生時からの経緯及び
対応について説明

第９回プリオン専門調査会会合 平成16年5月14日

○ 欧州委員会 科学運営委員会（ＳＳＣ）の役割・評価報告例
について調査及び議論

○ 農林水産省の疫学検討チームの報告書を基に、我が国
におけるＢＳＥの発生規模の予測について議論



6

第10回プリオン専門調査会会合 平成16年6月1日

○ ピータースミス博士らのグループが報告したｖＣＪＤの発生
予測法（逆解析法）を例に、我が国におけるｖＣＪＤのリスク
について議論。定性的及び定量的評価を組合わせた議論
を行う重要性を確認

○ ＢＳＥのリスクについて、牛→牛、牛→人、人→人のうち、
「牛→人」を優先的課題として議論を進めることを確認

○ 厚生労働省及び農林水産省から、我が国のＢＳＥ対策に
ついて説明

第11回プリオン専門調査会会合 平成16年6月18日

○ 新たな論文発表を踏まえ、「豚由来たん白質等の飼料利用」
について再度調査審議

○ と畜場及び食肉検査場等の職員を招き、ＢＳＥ検査及び
特定危険部位の除去等について質疑応答及び議論

○ 前回に引き続き、厚生労働省及び農林水産省から、
我が国のＢＳＥ対策について説明。

・現在の知見では、豚及び家きんが自然状態においてＢＳＥ
に感染し、ＢＳＥを伝達するという科学的根拠はない
・交差汚染のリスクは、管理措置が遵守されれば十分軽減
されるものと考える

等
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第1２回プリオン専門調査会会合 平成16年7月16日

○ 我が国のＢＳＥ問題全体についてのこれまでの情報収集
及び議論を踏まえた「たたき台」に基づき、日本国内のＢＳＥ
対策によるｖＣＪＤのリスクについて議論。

今後も引き続き、追加すべき有効なデータ及び情報等を
収集し、修正意見等を踏まえて引き続き検討


